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城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
考
察
と
翻
刻　
　
　

青
山
英
正
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

日
本
近
世
文
学
・
日
本
近
代
文
学

「
メ
ダ
リ
オ
ン
緞
通
」
を
用
い
て
い
る
と
い
）
2
（
う
。

　

さ
て
、
そ
の
月
鉾
の
小
天
井
に
は
、
唐
紙
貼
金
地
に
着
彩
で
『
源
氏
物
語
』
に
取

材
し
た
扇
面
散
ら
し
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
1
、
2
）。

　

着
彩
さ
れ
た
長
短
の
板
が
二
枚
ず
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ロ
の
字
形
に
組
み
合
わ
せ
、

鉾
の
天
井
裏
の
四
周
に
は
め
込
む
仕
組
み
で
あ
る
（
図
3
）。

　

こ
の
天
井
画
を
描
い
た
の
は
、
近
世
後
期
の
京
都
の
画
師
岩
城
宗
廉
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
絵
が
描
か
れ
た
経
緯
や
各
巻
の
絵
柄
に
つ
い
て
、
京
都
在
住
の
本
居
宣

長
門
和
学
者
城
戸
千
楯
（
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉
〜
弘
化
二
年
〈
一
八
四
五
〉）

の
記
し
た
自
筆
の
巻
子
本
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』（
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
）
成
立
、

廣
瀬
千
紗
子
氏
蔵
）
が
現
存
す
る
。
千
楯
は
、
錦
小
路
通
室
町
西
入
天
神
山
町
で
書

肆
を
営
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る
（
た
だ
し
天
保
三
年
〈
一
八
三
二
〉
に
子
の
千
屯
に

店
を
譲
り
、
店
舗
は
寺
町
通
蛸
薬
師
下
ル
に
移
転
し
て
い
た
）。
こ
の
『
月
鉾
天
井

画
乃
記
』
に
よ
れ
ば
、
月
鉾
天
井
画
の
制
作
に
は
、
千
楯
自
身
が
関
与
し
て
い
た
。

城
戸
千
楯
﹃
月
鉾
天
井
画
乃
記
﹄
考
察
と
翻
刻

　

―
　

岩
城
宗
廉﹁
源
氏
五
十
四
帖
扇
面
散
図
﹂の
制
作
過
程
を
め
ぐ
っ
て

青
山
英
正＊

一　

は
じ
め
に

　

京
都
の
夏
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
祇
園
祭
の
見
所
の
一
つ
に
、
山
鉾
巡
行
が
あ
る
。

中
京
や
下
京
の
各
町
に
伝
わ
る
山
鉾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
装
飾
が
施
さ

れ
て
お
り
、
山
鉾
に
よ
っ
て
は
中
世
か
ら
近
世
期
に
か
け
て
舶
来
し
た
り
制
作
さ
れ

た
り
し
た
彫
刻
や
絵
画
、
織
物
な
ど
が
今
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

山
鉾
は
現
在
三
十
三
基
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
下
京
区
四
条
通
室
町
西
入
ル
月
鉾

町
の
出
す
月
鉾
は
、
全
長
、
重
量
と
も
最
大
規
模
を
誇
る
。
鉾
の
頭
頂
部
に
そ
び
え

立
つ
天
王
座
に
は
月
読
尊
を
祀
り
、
大
屋
根
に
は
漆
黒
の
八
咫
烏
が
載
る
。
妻
飾
に

は
金
波
に
兎
の
彫
刻
、
破
風
軒
裏
に
は
円
山
応
挙
に
よ
る
金
地
彩
色
の
草
花
図
が
そ

れ
ぞ
れ
鉾
を
彩
）
1
（

る
。
ま
た
、
天
水
引
に
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
円
山
応
震
の
下

絵
に
よ
る
霊
獣
図
刺
繡
、
前
掛
け
に
は
十
七
世
紀
イ
ン
ド
ム
ガ
ー
ル
王
朝
時
代
の



図 3　月鉾の天井裏（同前）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
七
号　

二
〇
一
九
年

に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
い
で
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
を
翻
刻
と
と
も
に
紹
介
し
、
月

鉾
天
井
画
の
制
作
経
緯
や
描
か
れ
た
絵
柄
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
天
保
期
の
京
都
に
お
い
て
和
学
者
が
果
た
し
た
役
割
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二　

岩
城
宗
廉
に
つ
い
て

　

岩
城
宗
廉
の
名
は
、
国
会
図
書
館
蔵
『
香
道
聞
覚
書
』（
香
道
伝
書
八
五
）（
請
求

記
号189-187

）
の
巻
首
題
下
に
「
岩
城
清
右
衛
門
宗
廉
」
と
見
え
、
通
称
が
清
右

衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
香
道
の
嗜
み
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
茶
道
の
堀
内
家
の
門
人
録
に
も
「
岩
城
清
右
衛
門
」
の
名
が
あ
）
3
（
り
、
茶
道
の
嗜

み
も
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

画
業
に
つ
い
て
は
、『
平
安
人
物
志
』
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
版
、
お
よ
び

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
版
の
「
文
人
画
」
の
項
に
岩
城
文
垂
、
通
称
清
右
衛
門
と

し
て
掲
出
さ
れ
る
。
住
所
は
西
洞
院
通
竹
屋
町
北
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
附

属
総
合
図
書
館
の
所
蔵
す
る
宗
廉
自
筆
の
『
艸
木
写
真
集
』（
写
本
、
大
本
十
五
冊
。

第
一
〜
五
冊
文
政
五
年
〈
一
八
二
二
〉、
第
六
〜
十
冊
同
六
年
〈
一
八
二
三
〉、
第
十

一
〜
十
五
冊
天
保
元
年
〈
一
八
三
〇
〉
成
立
〈
第
五
、
十
、
十
五
冊
奥
書
に
よ
る
〉。

鶚
軒
文
庫
、
請
求
記
号T

81-220

）
に
寄
せ
ら
れ
た
以
下
の
ご
と
き
序
文
は
、
よ

り
詳
し
く
宗
廉
の
人
と
な
り
を
伝
え
る
。
同
書
は
毎
半
葉
に
一
点
ず
つ
植
物
を
描
き
、

諸
書
か
ら
そ
の
植
物
の
異
名
を
幾
つ
か
列
挙
し
た
、
彩
色
の
植
物
図
譜
で
あ
る
。
な

お
、
序
を
寄
せ
た
畑
維
龍
は
儒
者
、
四
穂
園
金
英
は
狂
歌
師
、
恵
美
長
敏
は
漢
詩
人
、

古
河
順
信
（
恒
斎
・
鵞
堂
）
は
大
津
の
儒
医
で
あ
る
。

○
第
一
冊
、
文
政
五
年
畑
維
龍
序

（
前
略
）
岩
城
文
翠
、
春
秋
弱
冠
。
在
市
井
之
囂
、
聞
香
縦
情
於
丹
青
。
写
草

　

従
来
、
こ
の
天
井
画
の
作
者
こ
そ
知
ら
れ
て
い
た
が
、
宗
廉
の
画
業
や
人
と
な
り

に
つ
い
て
の
検
討
は
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
彼
が
千
楯
の
主
宰
す
る
鐸ぬ

て

舎の
や

社
中
の
一

員
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
千
楯
が
月
鉾
天
井
画
の

制
作
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
の
存
在
に
よ
っ
て
初
め

て
知
り
得
る
事
実
と
言
っ
て
よ
い
。

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
の
、
宗
廉
自
筆
の
植
物
図
譜
『
艸
木

写
真
集
』
を
中
心
に
、
彼
の
画
業
や
人
と
な
り
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
鐸

舎
社
中
に
よ
る
歌
集
『
諸
社
奉
納
歌
集
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
宗
廉
と
千
楯
の
関
係
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城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
考
察
と
翻
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青
山
英
正

（
大
意

：
岩
城
文
翠
に
は
も
と
も
と
植
物
を
愛
す
る
癖
が
あ
っ
た
。
絵
を
描
く

よ
う
に
な
る
と
草
木
や
花
実
一
つ
一
つ
を
常
に
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
そ
の
生

や
様
子
、
濃
淡
を
写
し
取
り
、
そ
の
絵
は
ま
る
で
実
物
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
実
に
よ
く
描
け
て
い
る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
百
種
を
下
ら
な
い
。

後
進
が
草
木
を
探
す
指
針
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
物
産
家
の
役
に
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、
世
に
も
益
す
る
だ
ろ
う
）。

○
第
十
一
冊
、
同
十
二
年
古
河
順
信
序

（
前
略
）
巌
文
翠
、
世
為
平
安
著
姓
。
其
為
人
也
、
沈
黙
清
雅
、
好
文
学
、
巧

書
画
、
常
好
為
草
木
之
写
真
。
漢
種
及
吾
邦
希
有
之
草
木
、
聞
在
某
園
中
、
即

往
而
写
之
。
恰
真
蜂
蠆
窺
之
蛺
蝶
飛
来
。
観
人
莫
不
歎
焉
。
且
得
一
草
一
木
必

就
神
農
本
経
及
諸
書
、
而
正
其
名
（
後
略
）。

（
大
意

：

岩
城
文
翠
は
名
家
の
者
で
あ
る
。
人
と
な
り
は
寡
黙
で
清
雅
、
学
問

を
好
み
書
画
に
巧
み
で
、
草
木
を
写
し
取
る
こ
と
を
常
に
好
む
。
珍
し
い
草
木

が
某
の
庭
に
あ
る
と
聞
け
ば
す
ぐ
に
そ
こ
に
行
っ
て
写
す
。
あ
た
か
も
蜂
や
サ

ソ
リ
が
蝶
の
飛
ん
で
来
る
の
を
待
つ
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
草
木
を
知
る
と

必
ず
『
神
農
本
経
』
や
諸
書
で
正
し
い
名
称
を
確
認
す
る
）。

　

も
と
よ
り
序
文
の
言
を
額
面
通
り
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
宗
廉

が
香
道
ほ
か
諸
道
の
嗜
み
が
あ
り
、
草
木
を
愛
し
そ
の
写
生
を
得
意
と
し
て
い
た
点

は
、
周
囲
の
宗
廉
評
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
『
艸
木
写
真

集
』
を
繙
く
と
、
た
と
え
ば
福
寿
草
は
、
包
葉
状
の
葉
に
包
ま
れ
て
先
端
に
一
つ
の

花
を
付
け
る
様
子
、
伸
び
て
三
回
羽
状
複
葉
を
互
生
す
る
様
子
な
ど
が
正
確
に
観
察

さ
れ
、
か
つ
花
弁
、
茎
、
葉
の
質
感
を
描
き
分
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図

4
）。

　

な
お
、
宗
廉
と
城
戸
千
楯
が
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
後
述
の
『
月
鉾
天
井

画
乃
記
』
に
お
い
て
、
千
楯
が
「
お
の
れ
も
し
た
し
う
す
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

木
形
状
、
鑑
定
真
贋
。
性
沈
静
、
不
好
声
色
之
遊
。
其
軀
健
強
、
家
道
不
怠
。

頃
模
写
草
木
数
十
品
、
仔
細
図
写
形
状
、
逼
真
（
後
略
）。（
句
読
点
は
青
山
に

よ
る
。
以
下
同
じ
）。

（
大
意

：

岩
城
文
翠
は
、
ま
だ
若
者
で
あ
る
が
、
市
井
に
あ
っ
て
香
を
聞
き
、

画
業
に
熱
心
で
あ
る
。
草
木
の
形
状
を
写
し
、
そ
の
真
贋
を
見
極
め
る
。
性
格

は
沈
静
で
あ
り
、
品
行
も
正
し
い
。
体
は
壮
健
で
、
家
業
も
怠
ら
な
い
。
近
頃

草
木
数
十
を
模
写
し
た
が
、
細
か
く
そ
の
形
状
を
写
し
て
お
り
、
真
に
迫
っ
て

い
る
）。

○
同
右
、
同
年
四
穂
園
金
英
序

（
前
略
）
爰
に
岩
城
の
う
し
、
も
ろ
〳
〵
の
華
を
愛
ぬ
る
あ
ま
り
、
道
芝
の
遠

近
も
厭
は
ず
根
こ
じ
て
前
栽
に
集
め
、
春
か
ぜ
を
恨
み
、
夏
は
涼
し
く
水
を

そ
ゝ
ぎ
、
日
の
影
も
覆
ひ
、
秋
は
夜
も
す
が
ら
眺
め
て
月
の
光
を
惜
し
み
、
霜

の
あ
し
た
、
雪
の
夕
辺
は
帰
り
咲
か
と
う
た
が
ひ
、
か
つ
は
根
の
冬
枯
む
事
を

い
た
み
て
筆
に
六
の
の
り
を
正
し
、
も
ゝ
に
餘
れ
る
花
形
は
さ
ら
也
、
其
葉
に

木
に
、
い
つ
ゝ
の
色
を
分
か
ち
う
つ
し
て
、
そ
れ
〳
〵
の
称
銘
に
到
る
迄
、
俗

語
俚
語
を
も
元
を
明
ら
め
、
真
の
名
を
尋
ね
て
、
四
の
時
折
々
の
草
木
の
華
も
、

荘
子
と
や
い
は
ん
草
子
と
や
い
は
む
、
ま
の
あ
た
り
ひ
と
つ
の
帖
と
は
成
ぬ

（
後
略
）。

○
第
六
冊
、
同
六
年
恵
美
長
敏
序

（
前
略
）
於
是
巌
文
翠
子
、
従
来
有
愛
草
木
花
実
之
癖
。
及
能
成
画
、
毎
値
一

草
一
木
一
花
一
実
。
輒
模
写
其
生
、
其
形
容
、
其
濃
淡
、
恰
如
見
其
物
。
実
可

謂
能
写
。
得
而
今
其
所
集
者
、
不
下
数
百
種
。
更
喜
後
来
、
為
採
草
探
木
之
幸

便
乎
。
而
其
日
々
所
写
月
々
所
蔵
、
遂
能
至
使
群
品
異
種
算
数
無
量
者
、
殆
遍

其
数
以
一
覧
略
具
也
。
可
概
而
思
耳
。
然
則
不
啻
諸
斯
之
備
物
産
家
者
流
之
一

考
索
而
、
有
裨
益
於
世
（
後
略
）。



図 4『艸木写真集』（東京大学附属総合図書館蔵）

図
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千
楯
自
筆
短
冊
︵
筆
者
架
蔵
︶
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
七
号　

二
〇
一
九
年

○
表
紙　

原
装
。
縦
三
一
・
二
×
横
二
一
・
九
糎
。
海
松
色
唐
花
地
に
鴛
鴦
お
よ

び
獅
子
丸
散
ら
し
文
様
緞
子
表
紙
。

○
外
題　

な
し
。

○
見
返
し　

金
銀
箔
砂
子
散
ら
し
。

○
料
紙　

楮
紙
。
蝶
・
鳥
・
草
花
散
ら
し
文
様
（
丁
字
色
摺
）。
裏
面
雲
母
摺
。

○
内
題　
「
月
鉾
天
井
画
乃
記
」。

○
本
紙　

十
六
枚
。
横
七
二
九
・
五
糎
。

○
行
数　

一
紙
あ
た
り
十
五
行
。

○
奥
書　
「
天
保
の
六
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
さ
つ
き
つ
い
た
ち
／
か
き
つ
／
城
戸

範
次
大
江
千
楯
」。

○
裏
見
返
し　

横
十
四
・
八
糎
。

○
そ
の
他　

城
戸
千
楯
自
筆
。
な
お
、
千
楯
自
筆
短
冊
の
中
に
は
、
該
書
の
料
紙

と
同
じ
板
木
で
摺
り
出
し
た
文
様
の
も
の
が
現
存
す
る
（
図
5
）。
こ
の

こ
と
か
ら
、
該
書
の
料
紙
は
千
楯
自
身
が
誂
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三
︱
二　

制
作
経
緯

　
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
十
八
行
目
か
ら
四
十
一
行
目
の
記
述
を
も
と
に
、
該
書
の

制
作
経
緯
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

祇
園
祭
を
見
物
し
よ
う
と
上
京
す
る
人
が
多
い
た
め
、
山
鉾
を
出
す
町
々
で
は
互

ら
知
ら
れ
る
が
、
宗
廉
が
千
楯
の
主
宰
す
る
鐸
舎
社
中
の
一
員
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

千
楯
が
編
ん
で
京
都
の
諸
社
に
奉
納
し
た
、『
諸
社
奉
納
歌
集
』
松
尾
社
之
部
（
天

保
六
年
九
月
序
、
天
保
九
年
跋
刊
）、
お
よ
び
梅
宮
社
之
部
（
天
保
九
年
二
月
跋
刊
）

に
、「
岩
城
清
右
衛
門　

源
宗
廉
」
と
い
う
名
が
見
え
、
実
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集

に
七
首
の
歌
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
和
歌
は
千
楯
に
就
い
て
学

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

三　
﹃
月
鉾
天
井
画
乃
記
﹄
に
つ
い
て

三
︱
一　

書
誌
情
報

○
所
蔵　

廣
瀬
千
紗
子
氏
。
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城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
考
察
と
翻
刻　
　
　

青
山
英
正

六
年
の
祇
園
祭
に
向
け
て
月
鉾
の
装
飾
を
新
調
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
町
内
で
高
ま

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
前
年
の
天
保
五
年
、
宗
廉
に
天
井
画
制
作
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宗
廉
は
交
際
の
あ
っ
た
（
お
そ
ら
く
和
学
の
師
で
あ
っ
た
）
千

楯
に
相
談
し
、『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
を
題
材
に
し
た
天
井
画
制
作
が
始
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

　

絵
柄
も
古
画
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
ら
千
楯
と
宗
廉
と
で
話
し
合
い
、

『
源
氏
』
を
読
み
返
し
な
が
ら
考
え
て
い
っ
た
ら
し
い
。
扇
面
散
ら
し
画
と
い
う
趣

向
を
選
ん
だ
の
は
、
該
書
一
九
三
行
目
か
ら
二
〇
七
行
目
ま
で
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

月
鉾
町
の
あ
た
り
を
扇
座
町
と
も
呼
ぶ
た
め
、
そ
れ
を
表
そ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
、
汗
も
し
た
た
る
六
月
の
暑
さ
に
風
を
恋
う
人
た
ち
が
涼
を
感
じ
る
よ
う
に
と

考
え
た
た
め
で
も
あ
る
と
い
う
。
唐
画
風
の
獣
や
空
想
に
よ
る
鬼
神
の
よ
う
な
耳
目

を
驚
か
す
絵
で
は
な
く
、
見
慣
れ
た
山
の
た
た
ず
ま
い
、
水
の
流
れ
、
折
々
の
植
物

と
い
っ
た
親
し
み
や
す
い
風
景
を
描
い
た
の
も
、
そ
の
方
が
神
を
涼
し
い
心
地
に
さ

せ
、
人
々
も
愛
着
を
感
じ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
千
楯
に
よ
る
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
月
鉾
天
井
画
制
作
の
経
緯
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
制
作

の
方
針
や
そ
の
意
図
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
に
記
し
て
い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
千
楯

は
、
天
狗
や
幽
冥
界
な
ど
の
存
在
を
説
い
た
平
田
篤
胤
に
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
千
楯
に
と
っ
て
、
和
学
は
、
あ
く
ま
で
も
現
実
に
即
し
た
学
問
た
る
べ

き
で
あ
り
、
神
へ
の
信
仰
も
ま
た
日
常
生
活
の
延
長
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
千
楯
の
学
問
的
姿
勢
は
、
月
鉾
天
井
画
の
制
作
方
針
に
も
反
映
し
て
い
た
と

言
え
よ
う
。三

︱
三　

天
井
画
の
絵
柄
に
つ
い
て

　
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
は
、
四
十
二
行
目
か
ら
一
九
三
行
目
に
か
け
て
、
扇
面
画

い
に
競
い
合
い
、
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
最
上
の
も
の
で
飾
り
立
て
て
い
た
。
月
鉾

も
、
出
来
る
限
り
の
装
飾
を
施
し
て
い
た
が
、
今
年
そ
れ
を
さ
ら
に
良
く
し
よ
う
と

言
う
こ
と
に
な
り
、
町
内
の
人
々
が
尽
力
し
て
色
々
と
新
調
し
た
が
、
屋
形
の
天
井

画
に
つ
い
て
は
、
岩
城
宗
廉
が
長
年
絵
を
描
く
こ
と
を
好
ん
で
い
た
の
で
彼
に
依
頼

し
た
。
宗
廉
は
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
に
取
材
し
て
描
こ
う
と
思
い
、
私
千
楯
も
彼

と
親
し
く
し
て
い
た
縁
で
、
こ
の
企
画
に
加
わ
っ
た
。
た
だ
、
世
に
流
布
す
る
古
画

で
は
面
白
く
な
く
、
新
た
な
も
の
を
作
る
心
づ
も
り
で
『
源
氏
』
を
読
み
進
め
て
見

た
が
、
同
じ
よ
う
な
絵
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
ま
た
巻
の
順
序
も

前
後
し
な
い
よ
う
に
と
考
え
る
と
、
花
鳥
草
木
の
取
り
合
わ
せ
が
面
白
く
な
い
。
あ

れ
や
こ
れ
や
と
考
え
な
が
ら
、
二
人
で
こ
れ
は
思
っ
た
以
上
に
煩
わ
し
い
こ
と
で
あ

る
よ
と
言
い
合
う
始
末
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
そ
の
こ
と
順
序
な
ど
多
少
前
後

し
て
も
ど
う
せ
絵
空
事
な
の
だ
か
ら
と
、
ま
た
原
典
に
必
ず
し
も
即
し
て
い
な
く
と

も
、
配
色
や
ら
何
や
ら
ざ
っ
と
み
て
ま
あ
こ
れ
で
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
落

ち
着
い
た
。

　

千
楯
は
、
お
お
む
ね
右
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
近
く
の
二

〇
七
行
目
か
ら
二
一
一
行
目
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
制
作
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
「
去

年
」、
す
な
わ
ち
天
保
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
静
か
な
一
間
を
清
め
、
尻し
り

久く

米め

縄
、
す
な
わ
ち
注
連
縄
を
引
き
め
ぐ
ら
せ
て
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
描
き
続
け
た

と
も
い
う
。

　

こ
の
『
天
井
画
乃
記
』
が
記
さ
れ
た
年
、
す
な
わ
ち
天
保
六
年
は
、
先
述
の
通
り

月
鉾
の
天
水
引
と
し
て
円
山
応
震
の
下
絵
に
よ
る
霊
獣
図
刺
繡
が
制
作
さ
れ
た
年
で

あ
り
、
他
に
も
金
波
に
兎
の
妻
飾
、
木
彫
り
の
鴉
の
屋
根
飾
、
蝙
蝠
桃
霊
芝
文
様
の

木
彫
の
角
飾
房
掛
具
、
牡
丹
唐
草
丸
文
様
の
見
送
裾
飾
金
具
が
い
ず
れ
も
同
年
の
制

作
で
あ
）
4
（

る
。
こ
う
し
た
事
実
と
、
右
に
見
た
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
の
記
述
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
制
作
経
緯
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
天
保



図 6　源氏五十四帖扇面散図（所蔵：公益財団法人月鉾保存会、写真提供：公益財団法人祇園祭山鉾連合会）
　　　　　　　　　上段：㉙行幸から㊴夕霧まで
　　　　　　　　　下段：①桐壺から⑪花散里まで
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
七
号　

二
〇
一
九
年

一
点
一
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。
扇
は
全
部
で
五
十
五
面
あ
り
、

『
源
氏
物
語
』
の
「
雲
隠
」
巻
を
含
む
各
巻
に
対
応
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
柄
は
、
次
に
掲
げ
た
「
絵
柄
一
覧
」
の
通
り
で
あ
る
。
丸
数
字
は

『
源
氏
物
語
』
の
帖
数
を
表
し
、
そ
れ
に
続
け
て
『
源
氏
物
語
』
巻
名
、
そ
し
て
描

か
れ
て
い
る
絵
柄
を
簡
潔
に
記
し
た
。
宗
廉
が
な
ぜ
そ
の
絵
柄
を
選
ん
だ
の
か
に
つ

い
て
は
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
翻
刻
を
適
宜
参
照
さ
れ
た

い
が
、
㊷
雲
隠
巻
の
趣
向
に
つ
い
て
は
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。
同
巻
は

周
知
の
よ
う
に
巻
名
の
み
が
伝
わ
り
、
本
文
が
伝
存
し
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
廉
は
た

た
ん
だ
扇
一
本
の
み
を
描
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
千
楯
は
、「
げ
に
、
い
ふ
こ
と
な

け
れ
ば
、
ま
た
か
く
こ
と
も
な
き
を
、
か
く
心
を
え
ら
れ
た
る
、
中
々
に
お
か
し
」

と
評
し
て
い
る
。

　

図
6
と
7
に
は
、
小
天
井
か
ら
取
り
外
し
た
状
態
の
天
井
画
の
写
真
を
掲
げ
た
。

四
本
の
板
の
そ
れ
ぞ
れ
右
か
ら
巻
の
順
に
扇
面
画
が
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
実
際

に
組
み
上
げ
る
と
、
反
時
計
回
り
に
巻
数
が
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
前
節
で
紹
介
し

た
千
楯
の
言
の
通
り
、
絵
柄
や
配
色
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
多
少
前
後
し
て
い
る

箇
所
も
あ
る
。
な
お
、
総
じ
て
人
物
画
よ
り
も
草
木
画
が
多
い
の
は
、
先
述
し
た
宗

廉
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
草
木
を
描
い
た
も
の
の
方

が
精
彩
に
富
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

○
絵
柄
一
覧

①
桐
壺　

萩
の
花　
　

②
箒
木　

遣
り
水
の
あ
る
家
と
小
柴
垣　
　

③
空
蟬　

碁
盤　
　

④
夕
顔　

夕
顔　
　

⑤
若
紫　

鳥
籠　
　

⑥
末
摘
花　

末
摘
花　
　

⑦
紅
葉
賀　

紅
葉
の
木
と
幕
と
舞
（
青
海
波
）　　

⑧
花
宴　

月
と
桜　
　

⑨

葵　

双
葉
葵　
　

⑩
賢
木　

賢
木
と
木
綿　
　

⑪
花
散
里　

小
車
と
ほ
と
と
ぎ

す　
　

⑫
須
磨　

海
と
淡
路
島　
　

⑬
明
石　

貴
人
と
馬
と
倍
人　
　

⑭
澪
標　



図
7　
源
氏
五
十
四
帖
扇
面
散
図
（
所
蔵
お
よ
び
写
真
提
供
：
同
前
）

　
　
　
　
　
　
　
上
段
：
㊵
御
法
か
ら
�
夢
浮
橋
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
下
段
：
⑫
須
磨
か
ら
㉘
野
分
ま
で
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城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
考
察
と
翻
刻　
　
　

青
山
英
正

㊵
御
法　

陵
王
の
舞
楽　
　

㊶
幻　

菊
と
着
せ
綿　
　

㊷
雲
隠　

た
た
ん
だ
扇　
　

㊸
匂
宮　

賭
弓　
　

㊹
紅
梅　

紅
梅　
　

㊺
竹
河　

流
れ
と
う
ち
橋　
　

㊻
橋

姫　

宇
治
橋　
　

㊼
椎
本　

釣
殿　
　

㊽
揚
巻　

氷
魚
と
木
葉　
　

㊾
早
蕨　

蕨　
　

㊿
宿
木　

蔦
紅
葉　
　

�
東
屋　

四
阿　
　

�
浮
舟　

小
船　
　

�
蜻

蛉　

蜻
蛉　
　

�
手
習　

机
と
筆
硯　
　

�
夢
浮
橋　

山
里

澪
標　
　

⑮
蓬
生　

蓬
生　

⑯
関
屋　

杉
の
群
立
ち　
　

⑰
絵
合　

巻
物
二
巻　
　

⑱
松
風　

鵜
舟　
　

⑲
薄
雲　

日
の
入
る
峰
と
雲　
　

⑳
朝
顔　

朝
顔　
　

㉑

乙
女　

箱
の
蓋
と
五
葉
の
枝　
　

㉒
玉
鬘　

二
本
の
杉　
　

㉓
初
音　

梅
が
枝

と
鶯　
　

㉔
胡
蝶　

胡
蝶
舞　
　

㉕
螢　

螢　
　

㉖
常
夏　

鮎　
　

㉗
篝
火　

琴　
　

㉘
野
分　

靡
き
伏
す
秋
草　
　

㉙
行
幸　

松
と
雪　
　

㉚
藤
袴　

藤
袴　
　

㉛
真
木
柱　

竹
垣
と
山
吹　
　

㉜
梅
枝　

香
盆
と
香
箸　
　

㉝
藤
裏
葉　

藤
の

花　
　

㉞
若
菜
上　

若
菜
と
籠　
　

㉟
若
菜
下　

御
簾
と
女
君　
　

㊱
柏
木　

柏　
　

㊲
横
笛　

横
笛　
　

㊳
鈴
虫　

築
地
と
草
花　
　

㊴
夕
霧　

秋
の
山
里　
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
七
号　

二
〇
一
九
年

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

・
行
末
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
原
文
の
行
数
を
表
す
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
を
め
ぐ
っ
て
、
月
鉾
天
井

画
「
源
氏
五
十
四
帖
扇
面
散
図
」
を
描
い
た
岩
城
宗
廉
の
画
業
と
人
と
な
り
、
千
楯

と
の
関
係
や
天
井
画
制
作
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
宗
廉

が
植
物
を
愛
好
し
、
草
木
画
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
、
香
道
や
和
歌
、
そ
し
て
お

そ
ら
く
は
茶
道
の
嗜
み
も
あ
り
、
特
に
和
歌
に
つ
い
て
は
千
楯
の
主
宰
す
る
鐸
舎
社

中
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
縁
で
、
天
保
五
年
か
ら
千
楯
と
相
談
し
な
が
ら

『
源
氏
物
語
』
に
取
材
し
た
月
鉾
天
井
画
の
制
作
に
取
り
か
か
り
、
翌
六
年
に
完
成

し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
月
鉾
に
は
天
保
六
年
に
新
調
さ
れ
た
装

飾
品
が
複
数
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
と
、『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
の
記
述
か
ら
、
こ

の
年
に
月
鉾
の
装
飾
を
新
調
す
る
気
運
が
町
内
で
高
ま
り
、
宗
廉
に
天
井
画
の
制
作

依
頼
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

千
楯
の
住
ん
で
い
た
錦
小
路
通
室
町
西
入
天
神
山
町
は
月
鉾
町
に
ほ
ど
近
く
、
霰

天
神
山
と
い
う
山
鉾
を
出
す
町
で
も
あ
る
。
千
楯
は
、
自
身
も
長
年
祇
園
祭
に
深
く

関
わ
っ
て
き
た
京
都
の
町
衆
の
一
人
と
し
て
、
か
つ
『
平
安
人
物
志
』
に
も
掲
載
さ

れ
当
時
名
を
知
ら
れ
た
和
学
者
と
し
て
、
自
ら
の
培
っ
た
日
本
古
典
に
関
す
る
知
識

を
、
祭
の
山
鉾
装
飾
の
制
作
に
生
か
し
た
の
で
あ
る
。

附　
﹃
月
鉾
天
井
画
乃
記
﹄
翻
刻

○
凡
例

・
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
私
に
濁
点
お
よ
び
句
読
点
を
付
し
た
。

・
仮
名
は
平
仮
名
に
統
一
し
た
。
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○
翻
刻

月
鉾
天
井
画
乃
記

目
に
は
見
て
、
手
に
は
と
ら
れ
ぬ
月
を
し
も
名
に

お
へ
る
鉾
と
い
ふ
は
、
わ
が
み
や
こ
室
町
よ
り
は
に
し
、

四
條
の
大
路
に
あ
り
て
、
年
毎
の
み
な
月
な
ぬ
か
、

祇
園
の
大
神
の
御
祭
り
の
神
む
か
へ
の
山
鉾
と
て
、

く
さ
〳
〵
あ
る
が
な
か
の
ひ
と
つ
に
し
て
、
い
つ
の
頃
よ
り
か

も
ち
つ
た
へ
け
む
、
い
と
あ
が
り
た
る
世
よ
り
、
い
ま
も

か
は
ら
ず
も
の
す
る
わ
ざ
に
ぞ
あ
り
け
る
。
其
や
う
は
、
か
の

月
と
い
ふ
は
、
い
と
長
き
棹
の
上
に
お
き
て
、
な
か
ら
ば

か
り
に
神
と
た
ゝ
ふ
る
く
ゞ
つ
を
い
つ
き
、
し
も
つ
か
た
に

家
形
を
く
み
た
て
、
あ
や
に
し
き
目
の
か
ゞ
や
く
か
ら
の 

10

や
ま
と
の
お
り
も
の
も
て
つ
ゝ
み
て
、
児
か
ぶ
ろ
な
ど
い
ふ

わ
ら
は
を
ま
へ
に
す
ゑ
て
舞
ひ
せ
さ
せ
、
笛
、
鉦
、
太
鼓

も
て
は
や
し
た
て
つ
ゝ
、
車
を
か
け
て
此
お
ほ
ぢ
を
ひ
む
が
し
へ
、

京
極
を
み
な
み
へ
、
松
原
と
い
ふ
を
に
し
へ
と
ひ
き
て
、
も
と
の

ま
ち
へ
と
か
へ
る
な
り
け
り
。
す
べ
て
、
此
ほ
こ
の
ほ
か
な
る
も
、

と
り
〳
〵
に
す
が
た
お
も
ぶ
き
の
か
は
り
あ
り
て
、
往
昔

よ
り
さ
だ
ま
り
て
、
お
こ
な
ふ
わ
ざ
も
く
さ
〳
〵
あ
り
と
な
む

き
く
な
る
。
か
ゝ
れ
ば
、
と
ほ
き
ち
か
き
国
々
よ
り
、
こ
れ
見
む

と
て
つ
ど
ひ
の
ぼ
る
人
お
ほ
か
な
れ
ば
、
山
鉾
い
た
す
町
々
の
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人
た
ち
は
、
か
た
み
に
競
ひ
て
、
す
べ
て
よ
き
も
の
ゝ
限
り
を 

20

あ
た
へ
を
い
は
ず
も
の
す
る
わ
ざ
な
り
き
。
さ
れ
ば
此
ほ
こ
も
、

よ
き
か
ぎ
り
も
の
せ
し
を
、
こ
と
し
な
ほ
よ
く
せ
む
と
て
、

此
町
に
住
る
ひ
と
た
ち
ゝ
か
ら
を
つ
く
し
て
、
お
の
も
〳
〵

も
の
よ
せ
ら
れ
け
る
に
、
か
の
屋
形
の
天
井
の

い
ろ
ど
り
を
、
岩
城
宗
廉
ぬ
し
の
、
と
し
ご
ろ
絵
か
く

事
を
こ
の
ま
れ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
あ
づ
か
り
て
、
光
源
氏
の

も
の
が
た
り
の
巻
々
な
る
こ
と
を
、
と
う
で
ゝ
か
き
て
む

と
て
、
お
の
れ
も
し
た
し
う
す
な
る
よ
し
に
て
、
此
た
ば
か
り
の

つ
ら
に
く
は
ゝ
り
て
、
其
ま
き
〳
〵
を
か
た
は
し
見
も
て

ゆ
く
に
、
も
と
よ
り
世
に
あ
ま
ね
き
ふ
る
ゑ
の
さ
ま
は 

30

を
か
し
か
ら
ね
ば
、
い
ま
あ
ら
た
に
と
の
こ
ゝ
ろ
な
れ
ば
、
さ
る

心
し
ら
ひ
し
て
、
そ
こ
よ
こ
ゝ
よ
と
も
と
め
い
で
ゝ
見
れ
ば
、

ゑ
か
き
て
は
お
な
じ
さ
ま
な
る
も
お
ほ
く
、
は
た
ま
き
の
つ
い
で
も

み
だ
れ
ぬ
や
う
と
か
ま
ふ
れ
ば
、
花
鳥
木
く
さ
の
と
り

ま
じ
へ
の
さ
ま
を
か
し
か
ら
ず
。
と
す
れ
ば
か
ゝ
り
、
あ
ふ
さ

き
る
さ
な
れ
ば
、
こ
は
ひ
と
し
れ
ぬ
わ
づ
ら
は
し
さ
よ
と

い
ひ
あ
へ
る
に
、
よ
し
や
つ
い
で
は
、
ひ
と
つ
ふ
た
つ
た
が
ひ
ぬ

と
も
、
絵
空
ご
と
ゝ
い
ふ
こ
と
わ
ざ
に
い
ひ
の
が
れ
て
、
そ
の

あ
や
こ
と
ば
に
は
う
ち
あ
は
ず
と
も
、
い
ろ
ど
り
も
な
に
も
、

む
ね
と
は
う
ち
見
て
宜
し
か
ら
む
を
こ
そ
と
て
、
か
ら
う 

40



43

城
戸
千
楯
『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
考
察
と
翻
刻　
　
　

青
山
英
正

じ
て
こ
と
さ
だ
ま
り
つ
る
そ
の
お
も
ぶ
き
。

萩
の
花
の
か
た
か
け
る
は
き
り
つ
ぼ
な
り
。
此
巻
に
、

み
や
ぎ
野
の
露
ふ
き
む
す
ぶ
か
ぜ
の
お
と
に
こ
は
ぎ
が

も
と
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
、
と
い
ふ
哥
あ
り
。
そ
の
心
ば
へ
な
り
。

や
り
水
の
あ
る
家
に
、
小
柴
垣
の
見
え
た
る
は
帚
木
也
。

源
氏
の
君
の
、
か
た
ゝ
が
へ
に
、
紀
伊
守
の
中
川
の
家
に

お
は
し
ま
し
ゝ
所
の
詞
に
、
こ
の
ご
ろ
水
せ
き
い
れ
て
、

す
ゞ
し
き
か
げ
に
侍
と
き
こ
ゆ
、
と
あ
る
を
と
れ
り
。

碁
槃
を
お
き
た
る
は
空
蟬
な
り
。
う
つ
せ
み
と
軒
端
の

を
ぎ
と
碁
う
ち
た
る
を
、
か
の
君
の
か
い
ま
み
給
ふ
所
に
、 

50

ご
う
ち
は
て
ゝ
け
ち
さ
す
わ
た
り
、
心
と
げ
に
見
え
て
、
と
あ
り
。

夕
が
ほ
の
花
か
け
る
は
、
巻
の
名
は
い
は
で
も
し
る
し
。
か
の
巻
に
、

し
ろ
き
扇
の
い
た
う
こ
が
し
た
る
を
、
こ
れ
に
お
き
て

ま
ゐ
ら
せ
よ
、
枝
も
な
さ
け
な
げ
な
め
る
花
を
、
と
て

と
ら
せ
た
れ
ば
、
と
あ
り
。
あ
ふ
ぎ
は
此
画
の
か
く
み
な
る
を
、

や
が
て
そ
れ
に
も
ち
ひ
た
り
。
鳥
の
籠
を
か
け
る
は
、

若
む
ら
さ
き
な
り
。
す
ゞ
め
の
子
を
い
ぬ
き
が
に
が
し

つ
る
、
ふ
せ
ご
の
う
ち
に
こ
め
た
り
つ
る
も
の
を
、
と
て
、
い
と

口
を
し
と
お
も
へ
り
、
と
、
北
山
の
僧
都
が
家
の
か
い
ま
み
の
と
こ
ろ
に

見
ゆ
。
末
摘
花
、
か
く
れ
た
る
と
こ
ろ
も
な
し
。 

60

も
み
ぢ
の
木
の
も
と
に
幕
を
も
の
し
て
、
舞
あ
る
さ
ま
は
、
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紅
葉
賀
也
。
い
ろ
〳
〵
に
ち
り
か
ふ
木
葉
の
中
よ
り
、

せ
い
が
い
は
の
か
ゞ
や
き
出
た
る
さ
ま
、
い
と
お
そ
ろ
し
き
ま
で

見
ゆ
、
と
あ
り
。
月
に
さ
く
ら
を
か
け
る
は
、
花
の
宴
な
り
。

南
殿
の
さ
く
ら
の
え
む
せ
さ
せ
給
ふ
し
か
〴
〵
の
こ
と
ば
、
ま
た
、

月
い
と
あ
か
う
さ
し
い
で
ゝ
を
か
し
き
を
、
な
ど
い
ふ
其
夜
の
さ
ま
を

と
ら
れ
た
り
。
二
葉
あ
ふ
ひ
は
、
か
の
ま
つ
り
の
か
ざ
し
を

思
ひ
よ
せ
ら
れ
、
賢
木
に
木
綿
を
つ
け
た
る
は
、
野
の
宮
の

こ
ゝ
ろ
ば
へ
を
か
ゝ
れ
し
な
り
。
小
車
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
、
花
ち
る

さ
と
な
り
。
光
君
の
お
ほ
む
し
の
び
あ
り
き
と
、
中
川
の
ほ
ど 

70

す
ぎ
給
ふ
を
り
し
も
、
時
鳥
な
き
わ
た
る
も
よ
ほ
し

き
こ
え
が
ほ
な
れ
ば
、
み
く
る
ま
お
し
か
へ
さ
せ
給
ふ
、
な
ど
あ
り
。

　

海
ご
し
に
、
あ
は
ぢ
し
ま
山
を
か
け
る
は
、
か
の
須
磨
の

見
わ
た
し
な
り
。
う
ま
ひ
と
の
う
ま
に
の
り
て
、
御
倍
人
め
し

つ
れ
た
る
は
、
明
石
也
。
み
や
こ
に
か
へ
り
給
ふ
べ
き
せ
ん
じ

く
だ
り
た
る
と
こ
ろ
の
、
を
ち
〳
〵
の
お
も
ぶ
き
を
え
て
、
か
ゝ

れ
し
な
り
け
り
。
み
を
つ
く
し
は
、
な
に
は
の
う
ら
の
、
な
に
も

か
く
れ
ず
。
蓬
生
の
か
た
も
、
ま
た
し
か
り
。
か
は
ら
を
か
け
る
は
、

彼
す
ゑ
つ
む
は
な
の
君
の
い
へ
の
、
あ
ば
れ
た
る
心
ば
へ
也
。

杉
の
村
だ
ち
た
る
中
に
か
と
見
ゆ
る
は
、
逢
坂
に
て
、
関
屋
の 

80

さ
ま
な
り
。
か
の
き
み
の
御
願
は
た
し
に
、
石
山
に
も
の
し
給
ふ
を
、

常
陸
よ
り
の
ぼ
り
こ
し
空
蟬
の
き
み
の
、
こ
ゝ
に
て
逢
ひ
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奉
り
け
る
に
、
ゆ
く
と
く
と
せ
き
と
め
が
た
き
な
み
だ
を
や

た
え
ぬ
し
み
づ
と
人
は
見
る
ら
む
、
な
ど
あ
り
。
巻
も
の
ふ
た

ま
き
は
、
絵
合
な
り
。
梅
つ
ぼ
、
弘
徽
殿
、
御
ふ
た
か
た
、
絵
合

し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
心
々
に
あ
ら
そ
ふ
く
ち
つ
き
ど
も
、
を
か
し

と
き
こ
し
め
し
て
、
ま
づ
物
が
た
り
の
い
で
来
は
じ
め
の

お
や
な
る
竹
と
り
の
お
き
な
に
、
う
つ
ほ
の
と
し
か
げ
を

あ
は
せ
て
あ
ら
そ
ふ
、
と
あ
り
。
鵜
つ
か
ふ
船
は
、
松
か
ぜ
也
。

に
は
か
に
御
あ
る
じ
し
、
さ
わ
ぎ
て
、
う
が
ひ
ど
も
め
し
た
る
に
、 

90

海
士
の
さ
へ
づ
り
お
ぼ
し
い
で
ら
る
、
と
あ
り
。
桂
の
と
の
に

お
は
し
ま
し
ゝ
な
り
。
日
の
入
る
峯
と
雲
を
か
け
る
は
、

薄
雲
な
り
。
夕
日
は
な
や
か
に
さ
し
て
、
山
際
の
木
末
あ
ら
は

な
る
に
、
雲
の
う
す
く
わ
た
れ
る
が
、
に
び
い
ろ
な
る
を
、
何
ご
と
も

御
目
と
ゞ
ま
ら
ぬ
こ
ろ
な
れ
ど
、
い
と
も
の
あ
は
れ
に
お
ぼ
さ
る
、

と
あ
れ
ば
な
り
。
朝
が
ほ
は
、
ま
ぎ
る
ゝ
こ
と
な
し
。
匣
の

ふ
た
に
、
ご
え
う
の
枝
を
お
き
た
る
は
、
を
と
め
の
ま
き
な
り
。

源
氏
君
、
六
條
院
つ
く
り
は
て
ゝ
、
わ
た
り
給
ふ
と
こ
ろ
に
、

こ
の
は
こ
の
ふ
た
に
、
苔
し
き
、
い
は
ほ
な
ど
の
こ
ゝ
ろ
ば
へ
し
て
、

五
葉
の
え
だ
に
、
か
ぜ
に
ち
る
も
み
ぢ
は
か
ろ
し
春
の
い
ろ
を 

100

い
は
ね
の
松
に
か
け
て
こ
そ
見
め
、
と
あ
れ
ば
な
り
。

ふ
た
も
と
の
杉
は
、
玉
か
づ
ら
な
り
。
此
君
を
初
瀬
に
あ
へ
る

と
こ
ろ
に
、
右
近
の
哥
に
、
ふ
た
も
と
の
杉
の
た
ち
ど
を
た
づ
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ね
ず
ば
ふ
る
川
の
べ
に
君
を
見
ま
し
や
、
と
よ
め
る
を
と
れ

り
。
梅
が
枝
に
う
ぐ
ひ
す
か
け
る
は
、
初
音
な
り
。
こ
ゝ
は
、
明
石
の

う
へ
の
、
と
し
月
を
松
に
ひ
か
れ
て
、
と
い
ふ
哥
を
と
り
て
、
松
に

鶯
を
こ
そ
か
ゝ
る
べ
き
を
、
か
み
な
る
を
と
め
の
巻
に
、
松
あ
れ
ば

と
て
、
そ
の
つ
ぎ
な
る
、
花
の
ね
ぐ
ら
に
木
づ
た
ひ
て
、
と
い
ふ
う
た
、

ま
た
、
咲
る
岡
べ
に
家
し
あ
れ
ば
、
な
ど
い
ふ
詞
を
と
り
て

か
ゝ
れ
し
也
。
こ
て
ふ
の
ま
ひ
も
、
ほ
た
る
も
、
名
の
よ
し
は 

110

お
し
て
し
ら
る
。
鮎
を
も
の
に
の
せ
た
る
は
、
常
夏
な
り
。

此
巻
の
は
じ
め
に
、
に
し
河
よ
り
奉
れ
る
あ
ゆ
、
と
あ
り
。

は
し
ち
か
う
琴
を
お
き
た
る
は
、
か
ゞ
り
火
な
り
。
御
琴
を

ま
く
ら
に
て
し
か
〴
〵
、
ま
ゆ
み
の
木
の
し
た
に
、
う
ち
ま
つ
、

お
ど
ろ
〳
〵
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
お
き
て
、
さ
し
し
ぞ
き
て
、
と
も
し

た
れ
ば
、
お
ま
へ
の
か
た
は
、
い
と
す
ゞ
し
く
、
な
ど
あ
る
お
も

ぶ
き
を
と
ら
れ
た
り
。
秋
草
の
な
び
き
ふ
し
た
る
は
、

野
わ
き
也
。　

野
わ
き
、
れ
い
の
と
し
よ
り
も
お
ど
ろ
〳
〵
し
く
、

な
ど
あ
り
。
雪
の
松
に
降
り
か
ゝ
れ
る
は
、
行
幸
也
。
歌
に
、

を
し
ほ
山
み
ゆ
き
つ
も
れ
る
ま
つ
ば
ら
に
け
ふ
ば
か
り
な
る 

120

あ
と
や
な
か
ら
む
、
と
あ
り
。
ふ
ぢ
ば
か
ま
、
ろ
な
う
し
る
し
。

竹
垣
に
山
吹
の
さ
き
か
ゝ
り
た
る
は
、
真
木
ば
し
ら
な
り
。
呉
竹
の

ま
せ
に
、
わ
ざ
と
な
う
咲
か
ゝ
り
た
る
、
と
あ
れ
ば
な
り
。

香
盈
、
香
ば
し
は
、
う
め
が
枝
な
り
。
螢
兵
部
卿
の
み
こ
の
、
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た
き
も
の
あ
は
せ
を
こ
と
わ
り
給
ふ
処
に
、
こ
の
夕
ぐ
れ
の
し
め
り
に

こ
ゝ
ろ
見
む
、
と
き
こ
え
た
ま
へ
れ
ば
、
さ
ま
〴
〵
を
か
し
う

し
な
し
て
、
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
、
と
あ
り
。
此
く
だ
り
の
こ
ゝ

ろ
を
え
て
な
り
。
藤
の
花
は
、
ふ
ぢ
の
う
ら
葉
な
り
。
四
月
つ
い
た
ち

ご
ろ
、
お
ま
へ
の
ふ
ぢ
の
は
な
、
い
と
お
も
し
ろ
う
咲
み
だ
れ
、
と

あ
り
。
若
菜
を
こ
に
い
れ
た
る
、
ま
た
を
す
の
中
に 
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女
君
の
た
ゝ
す
る
は
、
わ
か
な
の
ま
き
な
り
。
こ
の
巻
を
か
み

し
も
と
わ
か
ち
た
れ
ど
、
も
と
よ
り
ひ
と
つ
ま
き
に
し
あ
れ
ば
、

今
は
あ
は
せ
て
よ
ろ
し
き
さ
ま
に
し
た
が
ひ
て
、
ふ
た
つ
を
と
り

い
で
ゝ
か
ゝ
れ
し
な
り
。
若
な
の
か
た
は
、
い
は
で
も
し
る
し
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
柏
木
右
衛
門
督
の
、
女
三
宮
を
見
奉
る
所
に
、

か
ら
ね
こ
の
、
い
と
ち
ひ
さ
く
を
か
し
げ
な
る
を
、
す
こ
し
お
ほ
き

な
る
猫
の
、
お
ひ
つ
ゞ
き
て
、
に
は
か
に
、
み
す
の
つ
ま
よ
り
は
し
り

い
づ
る
に
、
人
々
お
び
え
さ
わ
ぎ
て
し
か
〴
〵
、
つ
な
い
と
な
が
く

つ
き
た
り
け
る
を
、
も
の
に
ひ
き
か
け
、
ま
つ
は
れ
に
け
る
を
、

に
げ
む
、
と
、
ひ
こ
じ
ろ
ふ
ほ
ど
に
、
み
す
の
そ
ば
、
い
と
あ
ら
は
に
ひ
き 
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あ
げ
ら
れ
た
る
を
、
と
み
に
ひ
き
な
ほ
す
人
も
な
し
、
と
あ
り
て
、

な
ほ
こ
の
く
だ
り
の
こ
と
、
つ
ぎ
〳
〵
へ
も
つ
ゞ
き
た
れ
ば
也
け
り
。

か
し
は
ゝ
、
い
ふ
べ
く
も
な
く
柏
木
な
り
。
横
笛
い
ち
じ
る
し
。

つ
い
ひ
ぢ
の
も
と
に
、
草
ば
な
あ
る
は
、
す
ゞ
む
し
な
り
。
三
条
の

み
や
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
わ
た
ど
の
ゝ
ま
へ
の
、
な
か
の
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へ
い
の
、
ひ
む
が
し
の
き
は
を
、
お
し
な
べ
て
野
に
つ
く
ら
せ

給
へ
り
し
か
〴
〵
、
此
野
に
、
む
し
ど
も
は
な
た
せ
た
ま
ひ
て
、

と
あ
り
。
鈴
む
し
の
こ
と
も
哥
に
あ
り
。
秋
の
山
ざ
と
の

さ
ま
は
、
夕
霧
な
り
。
落
葉
の
宮
の
住
み
給
ふ
小
野
の

さ
と
に
、
ゆ
ふ
ぎ
り
大
将
の
と
ぶ
ら
ひ
給
ふ
こ
と
を
い
へ
る 
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と
こ
ろ
に
、
八
月
中
の
十
日
ば
か
り
な
れ
ば
、
野
べ
の
け
し
き
も

を
か
し
き
こ
ろ
な
る
に
、
や
ま
ざ
と
の
あ
り
さ
ま
い
と
ゆ
か
し

け
れ
ば
、
な
ど
あ
れ
ば
な
り
。
陵
王
の
舞
楽
は
、
御
法
也
。

法
花
経
千
部
の
供
養
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
れ
う
わ
う
の

ま
ひ
て
、
き
う
に
な
る
ほ
ど
の
、
す
ゑ
つ
か
た
の
が
く
、
花
や
か
に
、

に
ぎ
は
ゝ
し
く
、
な
ど
あ
り
。
菊
に
、
着
せ
綿
せ
し
は
、
幻
也
。

九
月
に
な
り
て
、
九
日
わ
た
お
ほ
ひ
た
る
き
く
を
御
覧
じ
て
、

と
あ
る
を
と
れ
り
。
た
ゝ
み
た
る
扇
ひ
と
も
と
を
か
ゝ
れ

た
る
は
、
巻
の
名
あ
り
て
其
こ
と
ば
な
し
と
き
こ
え
た
る
、

雲
が
く
れ
の
ま
き
な
り
け
り
。
げ
に
、
い
ふ
こ
と
な
け
れ
ば
、 
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ま
た
か
く
こ
と
も
な
き
を
、
か
く
心
を
え
ら
れ
た
る
、
中
々
に

お
か
し
。
賭
弓
か
け
る
は
、
に
ほ
ふ
み
や
な
り
。
の
り

ゆ
み
の
か
へ
り
あ
る
じ
の
ま
う
け
、
と
あ
る
詞
を
と
り
て
ぞ
。

こ
を
ば
い
、
ゝ
ふ
に
お
よ
ば
ず
。
な
が
れ
に
う
ち
橋
わ
た

せ
る
は
、
竹
河
也
。
こ
の
ま
き
に
、
さ
い
ば
ら
な
る
竹
河
の
、

橋
の
つ
め
な
る
や
、
と
い
へ
る
を
と
り
て
、
た
け
か
は
の
は
し
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う
ち
い
で
し
し
か
〴
〵
、
の
哥
あ
れ
ば
、
か
た
〴
〵
の
こ
ゝ
ろ
を
と
り
て

か
ゝ
れ
し
な
り
。
宇
治
ば
し
は
、
橋
姫
な
り
。
八
の
宮
の
宇

治
に
住
み
お
は
し
ま
し
ゝ
よ
し
を
も
ち
て
也
。
こ
と
ば
に
も
、
う
ぢ
と

い
ふ
処
に
、
よ
し
あ
る
山
ざ
と
も
た
ま
へ
り
け
る
に
、
わ
た
り
給
ふ
、 

170

と
あ
り
。
釣
殿
を
か
け
る
は
、
椎
が
も
と
な
り
。
右
の
お
と
ゞ
の

し
り
給
ふ
と
こ
ろ
は
、
川
よ
り
を
ち
に
、
い
と
ひ
ろ
く
お
も
し
ろ
く
て

あ
る
に
、
御
ま
う
け
せ
さ
せ
給
へ
り
、
と
あ
る
に
よ
り
て
、

往
昔
の
宇
治
殿
、
ま
た
は
平
等
院
な
ど
の
こ
ゝ
ろ
し
ら
ひ

な
り
か
し
。
氷
魚
に
木
葉
を
か
き
ま
ぜ
た
る
は
、

あ
げ
ま
き
な
り
。
十
月
、
匂
宮
の
、
う
ち
に
お
は
し
ま
し
け
る

と
こ
ろ
に
、
網
代
の
ひ
を
も
心
よ
せ
奉
り
て
、
い
ろ
〳
〵
の

こ
の
葉
に
か
き
ま
ぜ
も
て
あ
そ
ぶ
、
と
あ
れ
ば
也
。
わ
ら
び

づ
く
し
は
、
さ
わ
ら
び
の
ま
き
、
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
つ
た
も
み
ぢ
は

や
ど
り
木
な
り
。
薫
君
の
、
宇
治
に
ま
う
で
給
ひ
け
る 
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と
こ
ろ
に
、
い
と
け
し
き
あ
る
み
山
木
に
や
ど
り
た
る
、

蔦
の
い
ろ
ぞ
ま
だ
の
こ
り
た
る
、
と
あ
れ
ば
な
り
。

か
り
そ
め
な
る
茅
ぶ
き
の
や
ど
り
は
、
あ
づ
ま
や
な
り
。

哥
に
、
さ
し
と
む
る
む
ぐ
ら
や
し
げ
き
吾
妻
や
の
あ
ま
り

ほ
ど
ふ
る
雨
そ
ゝ
ぎ
か
な
、
と
あ
る
を
と
り
て
、
お
ほ
か
た
今

世
に
い
ふ
な
る
、
四
阿
と
い
ふ
も
の
ゝ
か
た
ち
な
り
。
小
船
を

か
け
る
は
浮
舟
に
て
、
橘
の
小
嶋
は
い
ろ
も
か
は
ら
じ
を
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こ
の
う
き
ふ
ね
ぞ
よ
る
べ
し
ら
れ
ぬ
、
と
い
ふ
哥
に
よ
ら
れ
し

な
り
。
蜻
蛉
、
い
は
で
し
る
し
。
つ
く
ゑ
に
硯
筆
な
ど
そ
な

へ
し
は
、
て
な
ら
ひ
也
。
此
巻
の
こ
と
ば
に
、
手
な
ら
ひ
と 
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い
ふ
こ
と
お
ほ
け
れ
ば
、
か
れ
こ
れ
こ
ゝ
ろ
を
え
て
、
か
ゝ
れ
た
り
。

山
里
の
さ
ま
は
、
夢
の
う
き
は
し
な
り
。
此
巻
の
お
も

ぶ
き
を
え
て
か
ゝ
れ
し
な
り
。
か
く
て
、
此
す
べ
て
を
扇
の

絵
と
な
さ
れ
し
は
、
こ
れ
の
町
の
名
を
、
扇
座
町

と
し
も
よ
ぶ
な
れ
ば
、
そ
れ
あ
ら
は
さ
む
と
て
の
わ
ざ
、

は
た
、
つ
ち
さ
へ
さ
く
る
み
な
月
に
、
あ
せ
も
し
と
ゞ
に

の
り
こ
ぼ
れ
て
、
風
恋
し
う
す
る
人
た
ち
の
あ
ふ
ぎ
見
む

に
も
、
心
の
す
ゞ
し
か
る
べ
う
、
か
ま
へ
ら
れ
し
に
こ
そ
あ
め
れ
。

げ
に
、
か
の
う
ま
の
か
み
の
あ
げ
つ
ら
ひ
し
墨
が
き
に
は

あ
ら
ね
ど
、
人
の
見
お
よ
ば
ぬ
蓬
萊
の
や
ま
、
荒
海
の 
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い
か
れ
る
い
を
の
す
が
た
、
か
ら
く
に
の
は
げ
し
き
け
だ
も
の
ゝ

か
た
ち
、
目
に
み
え
ぬ
鬼
神
の
か
ほ
な
ど
の
、
お
ど
ろ
〳
〵

し
か
ら
む
よ
り
は
、
か
く
よ
の
つ
ね
の
山
の
た
ゝ
ず
ま
ひ
、

水
の
な
が
れ
、
を
り
に
つ
け
た
る
木
草
の
花
、
目
に
ち
か
き

す
べ
て
の
あ
り
さ
ま
こ
そ
、
み
や
び
か
に
う
る
は
し
く
て
、
す
ゞ

し
め
ま
つ
る
大
御
神
も
、
を
か
し
と
見
そ
な
は
し
、

ひ
と
も
あ
は
れ
と
め
づ
べ
き
わ
ざ
な
り
け
れ
。
此
わ
ざ
よ
、

去
年
事
お
こ
さ
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
も
の
し
づ
か
な
る
ひ
と
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※
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、『
月
鉾
天
井
画
乃
記
』
の
ご
所
蔵
者
で
あ
る
廣
瀬

千
紗
子
氏
に
格
別
の
ご
高
配
と
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
京
都
文
化
博
物
館
学
芸

員
の
橋
本
章
氏
の
ご
高
配
に
よ
り
、
天
井
画
「
源
氏
五
十
四
帖
扇
面
散
図
」
の
写
真

使
用
に
つ
い
て
、
公
益
財
団
法
人
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
ご
快
諾
を
賜
っ
た
。
天
井

画
の
ご
所
蔵
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
月
鉾
保
存
会
と
併
せ
、
い
ず
れ
の
方
々
に
も

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

註（
1
）　

京
都
文
化
博
物
館
「
祇
園
祭
　

―
　

月
鉾
の
名
宝
」
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
二
〇
一
六
年
）。

（
2
）　

公
益
財
団
法
人
月
鉾
保
存
会H

Phttp://w
w
w
.tsukihoko.or.jp/

。
二
〇
一
九
年
一
月
二
日
閲

覧
。

（
3
）　
『
堀
内
門
人
録
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
10
』
三
一
書
房
、
一
九
七
六
年
）
天
保
五
年
四
月

十
五
日
条
。

（
4
）　

前
掲
注
1
。

ま
を
き
よ
め
し
つ
ら
ひ
、
し
り
く
め
な
は
引
め
ぐ
ら
し
て
、

ひ
る
は
ひ
ね
も
す
、
夜
は
す
が
ら
に
、
い
そ
し
み
つ
ゝ
か
き 
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な
し
を
へ
ら
れ
た
る
を
見
れ
ば
、
げ
に
そ
の
い
さ
を
い
ち
じ

ろ
く
、
か
い
な
で
の
ゑ
た
く
み
の
、
か
け
て
も
お
よ
ば
ざ
る

べ
き
こ
と
ゞ
も
ゝ
お
ほ
け
れ
ば
、
こ
れ
に
た
ち
な
ら
は
む

よ
ろ
づ
の
よ
そ
ひ
も
、
さ
ぞ
な
み
や
び
に
な
ら
ま
し
と
、
こ
の

鉾
の
す
べ
て
の
め
で
た
さ
も
、
う
ち
あ
は
せ
て
お
も
ふ

て
、
か
く
は
か
い
し
る
し
た
る
に
な
む
あ
り
け
る
。

天
保
の
六
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
さ
つ
き
つ
い
た
ち
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